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躯
曜
、
興
味
あ
る
天
膿

魚
座
三
五
番
星

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
星
囎
云

カ
シ
ナ
。
～
ア
η
星

北
　
　
極
　
　
星

牡
羊
座
γ
細

魚
　
座
　
α
　
星

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
γ
星
’

三
角
座
η
星

べ
・
ル
セ
ウ
ス
座

の
二
重
星
團

ミ
　
，
ラ
　
　
星

ペ
ル
セ
ウ
ス
θ
星

鯨
座
　
γ
　
星

ア
ル
ゴ
ー
ル
星

時
　
分
　
　
度

〇
一
一
北
八
　
二
重
星
，
六
等
（
白
）
星
定
八
等
（
紫
）
星
、
距
離
一
二
秒

〇
三
八
北
璽
　
最
大
の
渦
状
星
雲
、
楕
圓
形
、
長
経
ご
度
。
肉
眼
で
見
ゆ

。
四
四
薯
露
誰
替
四
箕
黄
）
星
朝
妻
赤
星
．
距
離
六
秒

＝
三
北
八
・
｛
擁
鉾
罐
纏
獺
の
藤
醇
転
卵
懲
篇
系
よ

西
韮
九
｛
鰍
髄
年
フ
。
あ
覧
せ
る
二
重
．
四
星
目
つ

一
モ
北
一
七
美
し
い
連
星
。
三
等
星
・
、
四
等
星
↓
距
離
ご
秒
牟

一
罪

二
　
八

一
＝
鮭

二
葉

二
三
曜

日
；
π

三
　
三

北
玉
rt；

北北
下野

南
三

北北時
圏三兇

プ
レ
ヤ
デ
ス
團
　
三
四
二
北
二
四

ハ
イ
ヤ
デ
ス
團

ア
ル
ヂ
バ
ラ
ソ
星

力
　
．
ヘ
　
ラ
　
星

サ
　
ゲ
　
ル
　
星

四
二
〇

四
茎麗
6

五
＝

南北北北
八i翼芸E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
威
の
連
星
・
三
等
ρ
萱
）
星
ざ
五
等
（
青
）
星
，
距
離
十
秒
、

鵬
期
五
＋
年
　
　
　
．

愛
ら
し
い
海
一
星
，
｝
血
等
（
昔
ハ
）
星
定
山
風
峠
等
（
青
）
星

肉
眼
に
∵
も
著
し
い
」
珍
一
物
う
二
吐
町
レ
ン
ズ
で
美
蜘
馴
。

籔
鷲
縣
瑚
醗
喉
蘇
訊
鼎
影
宣
撫
魏
．

三
重
星
、
四
等
星
一
つ
ざ
十
等
星
二
つ
Q

連
星
、
三
等
（
黄
）
星
ご
七
等
（
青
）
星
、
距
離
三
秒

血
目
型
　
的
蝕
継
飾
光
嵐
生
、
二
面
胃
か
ら
一
二
等
へ
、
翻
廻
期
、
二
日
二
一
時

｛大
散
開
星
團
Q
首
星
に
ア
ル
シ
オ
ソ
で
三
等
星
。
肉
眼
で

も
六
星
の
集
落
に
見
え
る
。
何
れ
も
青
星
。

勤臥

J
星
團
、
首
星
ア
ル
デ
バ
ラ
ン
星
〇

　
一
等
星
ハ
赤
色
》
、
ハ
イ
ヤ
デ
ス
の
首
星
。

　
一
等
（
黄
）
星
、
太
陽
亡
同
種
の
星
∪

オ
リ
ナ
ン
β
星
．
一
等
（
青
）
星

園
三
園

會
養
鯉
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
　
本
　
　
生

　
自
分
が
大
阪
の
天
文
展
覧
會
の
相
談
を
受
け
六
時
に
、
天
丈

の
通
俗
化
ε
い
ふ
方
面
か
ら
考
へ
て
、
最
も
苦
心
し
☆
も
の
、

一
つ
ば
星
座
の
問
題
で
あ
っ
表
。
そ
し
て
成
る
べ
く
救
、
此
の

星
座
の
美
な
典
型
的
に
観
覧
者
の
眼
の
前
に
表
に
し
れ
い
建
考

へ
糞
O
新
城
博
士
か
ら
も
、
此
の
鮎
に
つ
い
て
、
い
ろ
く
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

助
言
な
與
へ
ら
れ
六
〇
そ
し
て
毬
に
現
ば
れ
六
の
が
、
か
の
天

も
　
ヘ
　
へ
　
も

球
大
模
型
で
あ
る
。
此
の
模
型
に
我
が
大
阪
市
の
中
央
に
立
っ

て
、
四
月
初
旬
の
夕
暮
の
空
を
表
1
1
し
れ
も
の
で
あ
る
。
丁
度

此
の
四
月
の
空
は
、
西
に
ナ
り
す
ソ
や
胱
牛
あ
れ
り
の
美
星
が

未
だ
地
干
線
に
沈
み
切
ら
す
、
東
か
ら
に
乙
女
や
牧
夫
の
好
い

形
が
今
山
の
端
二
上
っ
て
來
れ
ば
か
り
、
北
天
に
ば
北
斗
七
星

が
ヌ
ッ
ご
頭
か
上
げ
て
天
頂
に
迫
ろ
う
ぜ
す
る
ε
入
れ
代
っ
て

カ
シ
す
ベ
ア
の
可
愛
ら
し
い
姿
が
名
淺
り
惜
し
げ
に
沈
ん
で
行

く
時
で
あ
る
。
偶
然
で
は
め
つ
六
が
、
此
の
四
月
の
天
ば
、
天

に
於
け
る
所
謂
面
白
い
星
座
を
殆
ん
ご
綱
恥
し
て
る
る
こ
ざ
に

な
る
。
（
只
一
つ
無
理
を
言
へ
ば
、
我
が
國
の
人
々
に
昔
し
か
ら

特
別
に
親
し
ま
れ
て
み
る
牽
牛
織
女
の
七
夕
星
が
丁
度
、
地
下

に
あ
っ
て
、
見
え
な
い
こ
ε
が
残
念
で
あ
ろ
ば
か
り
。
）
そ
れ

に
、
も
一
つ
愉
快
な
こ
定
ば
、
恒
星
で
ば
な
い
け
れ
ご
、
我
が

太
陽
系
中
の
花
形
役
者
六
ろ
木
星
蜜
土
星
ε
が
高
く
中
天
に
懸

っ
て
み
る
こ
と
、
，
金
星
か
西
天
理
智
ば
し
て
み
る
こ
亡
で
あ

る
。
　
天
の
形
ち
は
展
覧
會
の
た
め
に
に
、
理
想
的
に
好
都
合
で
あ

る
，
此
れ
彪
何
う
し
て
模
型
に
表
に
す
か
O
ま
つ
、
星
の
光
り

に
電
燈
に
し
や
う
か
笛
穴
式
に
し
や
う
か
．
光
の
大
小
強
弱
に
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星
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∬
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一
號
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形
星
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ナ
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三
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號
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團

ベ
テ
ル
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見
出

駅
者
座
β
星

星
團
〃
三
五
號

一
　
角
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座

第
†
一
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星

シ
Ψ
ウ
ス
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カ
ス
ト
ー
ル
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プ
ロ
シ
ナ
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ξ
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プ
レ
セ
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～
團

レ
グ
ル
ス
星

獅
子
座
γ
星

海
蛇
座
星
雲

大
熊
座
M
九
七
號

大
熊
座
ξ
星

髪
座
ご
四
番
星

乙
女
座
γ
星

五置
。 ＝．

北北

善
三正

理
下
口
五
蓋

六
・
四

さ
　
日

南
試
．

北北北
豊野曼

二
念

北
七

六
四
遍
七

七
濡
三
二

儲三

｣雇
⊂）⊂⊃八

ヨニ圏£
北北北
）二〕

δ
三
二
δ
南
穴

北
野

一一

@一

l
・
北
三
二

三
三
一
北
猛

三
三
当
南

　
　
一

　
美
し
い
星
團

　
M
＝
號
。
メ
シ
ア
が
星
雲
表
製
作
な
創
意
し
☆
最
初
の
も

簸
暇
執
鶉
藪
鶴
藩
蒸
留
二
吋
で
見
れ
ば
中

　
非
常
に
美
し
い
星
團

　
弄
可
ナ
y
α
星
（
一
等
赤
星
）

　
分
光
儀
的
連
星
、
週
期
四
入
時

　
無
核
の
星
團
、
肉
眼
に
も
見
ゆ

灘
灘
難
羅
㎎
蜘

　
小
犬
座
C
星
。
距
離
十
光
年
∩
傍
に
十
三
等
の
悸
星
が
あ
る

　
多
言
一
軒
。
望
蓮
鏡
で
A
（
五
竺
寸
＞
B
（
山
ハ
脾
寺
）
C
（
哨
立
等
牛
）
の

｛
　
三
星
が
回
為
し
て
み
る
電
見
え
る
が
C
げ
更
に
一
つ
の
暗

　
星
な
件
っ
て
み
る
ら
し
い
。

｛
辞
意
羅
鯉
輩
灘
薩
射
講
㏄
肉
眼
で

　
獅
子
座
の
首
星
で
、
一
等
星
、

　
聖
書
の
美
し
い
連
星
〇
二
等
ビ
四
等
で
距
離
四
．
秒
，
週
期

｛
　
四
百
年

　
湛
星
状
星
雲
の
典
型
。
半
ば
八
等
級
で
あ
る
が
、
形
ば
木

｛
　
星
ぐ
ら
ゐ
。

　
遊
星
胱
星
雲
で
あ
る
が
構
造
複
雑
、
ロ
ス
卿
の
所
謂
「
泉
」
星
雲

　
連
星
一
で
、
H
星
け
μ
四
等
．
」
c
五
等
、
距
離
二
秒
、
掴
羅
期
山
ハ
O
年

へ
二
重
星
〇
五
等
星
ご
七
等
星
で
距
離
二
十
秒
。
色
の
コ
ン

宗
ラ
ス
ト
美
し
。

喬
羨
羅
。
星
ば
共
に
三
等
星
で
距
離
六
秒
、
週
期

如
何
に
す
る
か
、
の
星
光
の
閃
め
音
な
卜
う
し
て
見
ぜ
や
う
か

叉
、
天
全
燈
の
大
き
さ
を
幾
何
に
す
れ
ば
多
屋
敷
の
観
覧
者
に

満
足
し
て
貰
へ
る
か
。
此
等
の
三
際
問
題
ば
堀
居
舘
長
や
私
や

叉
共
に
亡
い
で
下
さ
る
方
々
の
心
配
で
あ
っ
れ
。
し
か
し
な
が

ら
案
じ
る
よ
り
も
生
む
に
限
ぎ
る
。
思
ひ
き
っ
て
や
つ
、
て
見
れ

ば
、
豫
想
以
上
．
ト
嵩
尾
よ
く
出
配
置
っ
六
の
で
、
わ
れ
な
が
ら

驚
く
り
し
れ
。
大
天
球
ば
垂
垂
か
雑
食
r
編
ん
で
、
之
れ
に
紙

な
張
っ
て
大
星
小
星
の
穴
葎
開
け
、
著
し
い
星
に
ば
せ
ラ
チ
ン

が
張
っ
て
、
ち
ら
っ
多
々
見
ゼ
距
。
一
等
星
が
＋
一
個
亡
二
等

星
が
二
干
五
山
一
個
、
こ
れ
に
は
皆
御
三
た
出
し
れ
。
三
等
ざ
四

等
冠
ば
只
大
小
の
匿
別
た
錐
の
太
さ
で
作
つ
決
の
ば
少
し
齪
暴

過
ぎ
る
か
ミ
、
始
め
懸
念
し
れ
が
、
こ
れ
も
全
く
粗
憂
で
あ
っ

索
○
星
が
い
よ
く
出
病
上
り
念
の
入
つ
☆
天
の
河
の
微
星
ま

で
も
奇
麗
に
仕
上
げ
ら
れ
て
、
さ
て
、
一
三
に
バ
ッ
ク
の
電
燈

た
鮎
じ
て
見
れ
時
の
心
持
ば
、
全
く
嬉
し
く
て
思
ば
す
拍
手
し

六
Q
す
一
、
そ
こ
に
は
す
リ
ナ
ソ
定
訳
ハ
の
「
三
つ
星
』
が
青
赤
白

の
光
ε
色
ざ
た
實
物
さ
な
が
ら
に
西
の
空
な
飾
っ
て
み
る
で
ば

な
い
か
。
其
り
左
に
に
シ
リ
ウ
ス
、
プ
ロ
シ
オ
ン
、
上
に
は
双

子
座
の
カ
ス
ト
〃
ボ
〃
ッ
〃
ス
、
右
上
に
は
カ
ペ
ラ
ε
ア
ル
デ

バ
ラ
ン
、
そ
れ
に
昂
の
宿
の
細
か
い
模
様
ま
で
、
實
に
手
に
取

る
や
う
。
金
星
が
ヌ
低
く
坤
雫
上
に
輝
い
て
み
る
。
北
天
は
蜜

見
れ
ば
北
極
星
な
不
動
の
明
星
押
し
て
、
右
に
北
斗
、
左
に
カ

シ
費
目
ペ
ア
■
宙
聾
に
北
斗
ミ
北
目
中
合
ぜ
に
「
柵
卿
子
座
仲
μ
、
レ
グ
ル
ス

星
が
太
星
や
土
星
マ
」
一
直
線
に
整
列
し
て
み
る
。
中
に
も
、
土

星
の
形
が
美
し
い
密
な
か
け
て
あ
る
の
に
、
肉
眼
で
見
て
み
る

か
ら
少
々
攣
で
あ
る
が
、
此
の
霧
合
、
吾
々
の
爾
眼
が
一
つ
“

つ
直
都
二
野
の
望
遠
鏡
だ
ε
思
っ
て
し
ま
へ
ぼ
無
理
に
な
い
。

　
新
城
博
士
ぱ
此
の
．
大
天
球
模
型
が
、
實
際
の
天
の
や
う
に
、

南
北
爾
極
を
軸
ε
し
て
回
了
す
る
や
う
に
作
れ
な
い
か
マ
＼
切

り
に
す
》
め
ら
れ
れ
。
い
か
に
も
其
の
通
婿
に
作
れ
ば
蕾
に
四
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狸
犬
座
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M
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ア
ル
ク
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ウ
ル
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ア
ル
フ
ァ
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セ
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タ
ウ
リ
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牧
夫
座
ε
星

牧
夫
座
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星
團
H
五
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北
冠
座
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星

ア
ン
タ
レ
ス
星

（　

泣
N
レ
ス
山
協
膜
ρ
㌧
昆
邑

（
ル
ク
y
ス
星
團

ヘ
ル
レ
ス
座
α
星

ヴ龍星馬
工座円理
　　Mが星入星
星雲號雲

琴
　
座
　
ε
　
千

三
垂

三
三

三
三

一二

O
甲

西
ご
西
茜
西
四

茜
四
八
蓋
蓋

一
六
三

一六

ｧ
目
三
九

北
官

立
コ

北
そ

里
謡
〇

北北北南
　　　邑二お

些
西

南
二
六

八八七八七六六三－　　 誠一　 一昆三三
就〇九六一九几北北南南北北北
莞宅滅芸西毛毫

一
ハ
四
ゴ
北
三
九

｛
嘘
鐸
暗
明
膿
護
艦
聾
あ
欝
畢
鍵
催
．

あ
ら
ゆ
る
意
味
で
二
重
星
の
妊
標
本
で
あ
る
。
即
ち
距
離

へ十一分の
所
に
ア
ル
コ
ー
ア
星
（
五
等
）
が
見
え
る
か
ら
肉

眼
的
に
も
二
重
星
で
あ
り
，
次
に
十
四
秒
の
距
離
に
四
等

星
か
あ
る
か
ら
望
遠
鎭
的
に
も
二
重
星
。
そ
れ
か
ら
ぜ
ケ

リ
ソ
グ
の
登
見
に
よ
リ
首
星
は
分
光
器
的
連
星
で
其
の
週

期
二
〇
日
十
四
時
、

無
難
三
選
懲
総
圃
巽

牧
夫
座
像
星
、
色
ば
…
僅
○
毎
年
の
固
有
運
動
一
一
秒
餓
。

｛
難
聴
禁
曉
簑
距
融
光
年
。
但
し
某
内
地

三
等
星
定
六
等
星
こ
の
連
星
、
距
離
三
秒
。

美
し
い
蓮
星
Q
四
等
（
黄
）
星
ざ
六
等
親
紫
）
星
で
距
離
二
秒

球
状
三
囲
。
中
に
攣
光
星
が
多
い
○

恒明

ｯ
。
山
ハ
等
（
黄
）
星
ご
・
七
趣
守
（
出
獄
）
C
星
距
離
四
」
秒
。

｛赤
色
｝
等
星
で
蜴
座
α
青
し
三
秒
の
距
離
に
七
等
の
線
番

が
あ
る
。
層

｛
獣
誰
垂
柳
高
箒
譲
叢
認
六
等
（
虫
円
星

球
状
星
團
り
見
事
な
典
型
、
肉
眼
で
も
か
す
か
に
見
え
る
・

｛
墾
喫
壕
二
等
．
男
色
）
星
ε
六
事
円
）
星
ぜ
で
距

｛彫

y
見
て
藷
形
．
、
も
謬
・
、
見
え
る
。
姦
墨
で

美
し
い
星
々
の
密
集
。
中
に
星
雲
も
あ
ろ
Q

青
色
の
遊
星
状
星
雲
。
此
れ
ば
黄
道
の
北
梅
に
近
い
。

醜
勤
繍
壕
羅
講
藁
座
α
星
。
永
素
馨
っ
☆

｛有
名
な
二
重
連
星
。
角
距
離
三
分
の
内
眼
双
秒
が
何
れ
も

叉
別
々
に
連
星
系
で
．
其
距
離
は
二
秒
乃
至
三
秒
で
あ
る

月
の
夕
暮
ぽ
か
り
で
な
く
、
五
月
で
も
入
月
で
も
、
　
一
年
中
の

天
か
表
ほ
す
・
、
定
が
出
來
る
の
で
あ
る
が
．
、
獲
，
念
な
が
ら
、
短

蒔
肥
の
急
こ
し
ら
へ
ε
し
て
は
思
ふ
疽
り
の
工
事
が
不
可
能
で

あ
っ
れ
○
模
型
だ
か
ら
こ
そ
、
一
旦
作
つ
☆
夕
暮
の
空
に
、
何

時
ま
で
も
夕
暮
で
あ
る
が
、
三
際
の
天
に
、
地
球
が
自
韓
す
る

結
果
ε
し
て
、
刻
々
に
噺
し
い
星
座
が
東
か
ら
現
ば
れ
て
、
古

い
の
．
げ
【
西
へ
切
伐
し
て
行
く
O
可
児
に
野
天
に
は
夕
暮
に
見
六
天
の

星
が
殆
ん
ご
全
曳
交
代
す
お
の
で
あ
る
。
此
れ
な
全
都
、
模
型

で
表
ば
ぜ
な
い
か
ら
、
止
む
た
得
す
、
星
座
の
名
だ
け
た
全
郡

表
に
ま
ε
め
て
陳
列
し
六
Q
此
れ
の
つ
い
で
に
、
・
数
多
い
星
座

の
中
で
、
最
も
馴
染
深
い
星
座
三
つ
、
即
ち
大
熊
座
ε
獅
子
座

ε
ナ
リ
ナ
ソ
座
に
、
星
の
配
置
亡
星
座
名
の
因
っ
て
來
糞
槍
書

定
な
重
れ
寒
い
て
三
赦
陳
列
し
れ
O
此
等
1
1
皆
，
興
し
の
ギ
リ

シ
ャ
人
等
の
想
像
り
産
物
で
あ
る
。
獅
子
の
形
ほ
ま
つ
好
い
ε

す
る
も
、
仁
熊
や
ナ
リ
オ
ン
の
形
に
つ
い
て
は
ギ
リ
シ
．
ヤ
人
に

抗
議
葎
申
込
み
た
い
心
持
の
人
も
少
な
く
は
な
か
ろ
う
O
し
か

し
星
座
に
理
窟
で
な
い
。
理
智
の
剣
闘
な
超
越
し
て
、
星
な
直

接
に
藝
術
化
し
六
ぜ
こ
ろ
に
彼
轡
ギ
リ
シ
ャ
人
の
天
白
の
ひ
ら

め
き
が
あ
り
、
叉
，
、
二
千
年
後
の
今
日
に
も
、
尚
回
し
ピ
同
じ

心
を
以
っ
て
此
の
形
割
譲
に
し
め
る
藝
術
の
永
久
性
が
あ
る
の

で
あ
ろ
℃

　
同
じ
星
を
見
て
も
、
之
れ
に
情
味
恥
輿
へ
な
か
っ
た
支
那
入

も
、
理
智
的
が
面
か
ら
多
く
の
「
星
宿
」
な
目
明
し
れ
。
其
の
中

で
最
も
有
名
な
の
ば
例
の
黄
道
こ
十
八
宿
で
あ
る
〇
二
十
八
宿

の
起
原
ば
古
い
、
そ
し
て
之
れ
ば
大
昔
し
か
ら
漸
進
的
に
組
織

化
さ
れ
て
適
当
の
で
あ
る
順
序
が
、
室
の
東
壁
に
圖
解
し
て
あ

る
。恒
星
界
1
ー
メ
ン
バ
ー
が
多
い
だ
け
、
そ
れ
だ
け
問
題
も
事
件

も
多
い
。
此
等
の
概
略
な
見
ぜ
う
だ
け
で
も
容
易
で
な
い
が
、
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琴
　
座
β
星

琴
座
輪
状
星
雲

白
鳥
座
β
星

ア
ル
タ
ィ
ー
〃
星

山
羊
座
α
星

暦
隊
座
γ
星

白
鳥
座
山
ハ
一
見
星

白
鳥
座
μ
星

水
瓶
．
座
ξ
星

セ
フ
言
ス
座
δ
星

カ
ジ
ォ
ペ
ァ
座
ρ
星

穴
四
七
X
互

充
ニ
ハ

充
四
七

一
δ
一
四

ご
〇
四
三

三
　
堂

三
塑

一
三
二
臨

一
三
ニ
ハ

一
三
薮 」ヒ　翻ヒ　　斗ヒ　　iヒ

九夫　≡…量
南
玄

北
一
六

「
北
三
八

南 翻ヒ
．元

北
乗

北
蓋

｛
趨
鶏
叢
。
二
士
亘
蒔
間
に
三
筆
か
、
四

｛
舘
懲
礎
開
白
即
詰
雛
艇
轟
が
や
萌
。
輪

美
し
い
二
」
重
星
、
色
は
黄
ご
青
、
距
離
に
三
十
四
秒
目

七
夕
の
牽
牛
星
．
四
洋
で
は
鷲
座
の
〃
星
、
距
離
十
四
光
年

こ
、
れ
・
も
一
一
重
…
の
二
粛
星
、
肉
眼
的
に
↓
ハ
分
だ
け
離
れ
唐
日
生

｛が
望
黒
蓋
で
は
更
に
二
つ
づ
」
の
星
に
分
れ
て
見
え
る

ご
重
星
、
四
等
ハ
黄
）
星
ざ
五
等
（
青
）
星
ミ
で
、
距
離
十
噌
秒

五
等
ぐ
」
六
等
の
二
重
星
。
ベ
ッ
セ
ル
が
星
の
光
年
熱
測
っ

｛た
最
初
の
星
で
．
入
光
年
の
距
離
に
あ
る
。

連
星
、
四
等
ご
五
等
で
、
距
離
二
秒
牟
。

有
名
な
二
重
星
、
共
に
四
等
、
距
離
三
秒
Q

典
型
的
墜
光
星
。
週
期
五
日
八
時
四
八
分
間
に
三
等
串
か

｛ら
署
等
ま
で
攣
．
光
す
る
。

ご
重
星
〇
五
等
（
白
）
星
芝
七
等
（
膏
）
星
、
距
離
三
秒
。

最
大
江
差
星
の
表

順
番
　
星

名

ぜ爽
覗

〇九八七六五悶三二ー

エコプ鯨ビ蛇シラバ吟

醸製墓
門・；六ス＝腰
台お星団6番星金星星

三八一四六五一入九一

圭
光

主
赤
．
墨
赤

O
毛
六

〇
。
五
〇

〇
●
四
一

〇
●
疑

O
O
三
六

〇
。
騒

O
●
三
三

〇
・
一
三

〇
・
三
二

〇
亙
三

一
年

四
三
ユ
六
義

八
●
一
八
蓋
九
五

九
●
三

九
●
九

お
・
二

δ
・
二
お
主

　　　　晶　一＿・一時
三訂．七一〇七式〇七四

混諮琶お巴題勤

南南北幸南南南北県南［

謹五蓋美蕊四杏。瞬

此
所
に
ほ
通
俗
な
旨
ビ
し
て
、
分
り
易
い
面
白
い
・
事
實
奄
若
干

列
べ
る
に
留
め
れ
O
實
な
言
へ
ば
、
現
今
の
二
十
階
高
の
天
丈

學
ば
，
殆
ん
ご
全
く
恒
星
の
二
丈
學
定
言
っ
て
も
差
支
（
な
い

ほ
こ
、
恒
星
の
研
究
が
盛
ん
で
あ
ろ
。
從
っ
て
肝
管
に
於
け
る

最
新
の
興
味
あ
る
前
廊
は
、
此
の
恒
星
界
に
此
限
リ
な
く
あ
る

の
で
あ
る
が
。
會
の
目
的
ミ
ス
ベ
ー
ス
の
都
合
に
よ
の
．
て
殆
ん

ご
全
部
な
割
愛
ぜ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
つ
六
〇

　
恒
星
界
の
珍
現
象
ミ
し
て
、
連
星
の
標
本
に
ア
〃
フ
ア
セ
ン

タ
ウ
リ
星
の
軌
道
毎
回
き
、
叉
攣
光
星
の
代
表
建
し
て
二
三
の

光
度
曲
線
ミ
．
薪
星
の
黒
表
電
ご
秘
出
し
六
〇
特
に
此
の
ア
〃

フ
ア
。
セ
ン
タ
ウ
リ
ば
連
星
ぜ
し
て
有
名
で
あ
る
ば
か
弓
で
な

く
、
我
が
太
陽
系
に
最
近
距
離
の
恒
星
だ
と
い
ふ
の
で
総
て
の

人
に
知
ら
れ
て
み
る
。
ロ
ぐ
、
へ
に
も
三
三
な
こ
ピ
ば
此
の
星
が

飴
り
南
極
に
近
い
れ
め
に
、
我
が
天
球
大
模
型
の
中
に
表
に
せ

な
か
つ
れ
こ
オ
で
あ
る
。
強
い
て
見
た
け
れ
ば
吾
々
に
毫
轡
島

ま
で
出
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
恒
星
は
其
の
名
の
如
く
光
も
位
置
5
一
定
不
攣
で
、
永
久
に

天
球
上
の
定
位
置
准
去
ら
な
い
も
の
だ
ε
、
昔
し
の
人
1
1
考
へ

れ
も
の
で
あ
る
け
れ
ご
、
近
代
の
大
望
蓮
鏡
ば
此
の
範
躊
を
破

っ
て
、
恒
星
に
も
固
有
運
動
の
あ
ろ
こ
ミ
な
知
ろ
や
う
に
な
つ

れ
。
此
の
固
有
加
工
の
中
で
、
特
に
或
る
千
々
ば
仲
の
よ
い
並

行
運
動
た
や
つ
ザ
、
み
る
も
の
が
珍
ら
し
く
無
い
。
，
例
（
ぼ
北
斗

七
星
中
の
中
央
五
星
に
群
賊
つ
れ
歩
調
で
動
い
て
み
る
し
、
叉

牡
牛
座
中
の
ハ
イ
ヤ
デ
ス
團
ば
ナ
り
す
ソ
の
棍
棒
目
掛
け
て
集

中
的
に
蓮
動
し
て
み
る
。
何
れ
其
の
目
的
地
に
到
達
す
ろ
の
は

幾
億
萬
年
の
蓮
い
將
來
で
あ
ら
う
が
、
一
年
重
湯
ミ
い
ふ
僅
か

な
遽
力
も
、
高
め
て
圖
に
し
て
見
れ
ば
…
つ
の
圖
案
に
な
る
か

ら
面
白
い
。

　
恒
星
界
に
於
け
ろ
昔
か
ら
の
驚
異
の
一
つ
は
天
の
河
其
も
の
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最
大
固
有
蓮
動
星
の
表

　
年
間
の

固
有
蓮
動

十九入七六五四三ニー

ラチ印ラコ白ラグコバ

ラ度ラ〃鳥目雲〃，

yルソド　ィブド
・避・画茎バナ

三・座二≡六艶1

霊・ε濯顛落ド
八六星五六番二〇轟星

八三五七入五九六八九

　
秒

δ
〇
三
〇

八
◎
七
〇

七
・
〇
七

七
・
〇
二

六
●
〇
腸

詰
嵐
四
●
七
六

四
・
宅

四
●
六
六

四
・
四
九

一〇一〇〇一二一≡猷七時
。聾巽繋〇二三竪八引分

難難難襲鞍

最
大
覗
線
幾
度
の
表

で
あ
っ
六
〇
西
洋
で
は
之
れ
な
濫
ε
見
、
東
洋
で
は
之
れ
を
河

ピ
見
れ
が
、
近
代
の
器
械
力
が
謬
見
し
た
眞
相
に
、
そ
れ
が
遣

で
も
河
で
も
な
い
。
全
く
微
星
の
密
集
團
で
あ
ろ
ミ
い
ふ
事
で

あ
る
Q
室
の
南
壁
に
多
く
の
星
雲
正
午
ご
共
に
、
此
等
の
天
の

河
の
踏
襲
が
列
べ
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
も
　
し
　
も

　
天
丈
展
覧
會
に
於
い
て
、
今
一
つ
の
大
立
物
ば
太
陽
系
統
縄

も
　
　
へ

模
型
で
あ
る
Q
實
な
言
へ
ば
．
此
れ
に
も
す
い
ぶ
ん
苦
心
し
六

も
の
で
あ
る
e
太
陽
系
ば
吾
が
地
球
の
話
す
一
る
一
大
家
族
で
あ

り
、
從
っ
て
面
々
の
生
活
ε
直
接
の
關
係
が
深
い
。
先
づ
中
央

に
親
玉
の
太
陽
が
烈
々
の
勢
ひ
な
以
っ
て
一
族
な
統
轄
し
て
み

る
○
此
の
太
陽
を
め
ぐ
っ
て
水
金
地
火
木
土
天
海
の
八
大
游
星

之
れ
は
陶
工
ば
い
兄
弟
分
の
仲
で
あ
る
。
其
の
他
、
同
じ
遊
星

の
類
で
も
所
謂
小
遊
星
・
い
ふ
の
が
千
個
近
く
も
あ
り
、
倫
そ

の
上
，
衛
星
や
彗
星
な
ご
u
知
れ
て
み
る
も
の
、
み
秘
書
春
暴

げ
て
・
も
繁
に
堪
へ
な
い
。
だ
か
ら
総
模
型
の
々
但
ゆ
μ
大
き
い
け
れ

．
ε
、
事
實
ば
此
の
大
家
族
中
の
重
な
星
だ
け
に
限
っ
た
の
に
．

蓋
し
止
む
准
得
な
い
事
情
で
あ
っ
れ
。

　
総
模
型
な
設
計
す
る
に
當
リ
、
先
づ
最
も
大
な
る
軌
遣
を
持

つ
海
王
星
の
距
離
聯
か
ら
割
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
六
〇

此
の
海
王
星
の
軌
道
の
直
裡
な
二
十
尺
と
し
れ
。
そ
う
す
る
建

他
の
遊
星
の
軌
道
の
直
狸
ば

天
王
星

永金地火木土

星分球星星星

十
三
尺
八
寸

　
上
ハ
ロ
へ
一
二
寸
コ
』
分

　
四
尺
四
寸
六
分

　
一
尺
○
寸
一
分

　
　
　
六
寸
六
分

　
　
　
四
寸
八
分

　
　
　
二
寸
六
分

の
大
さ
ε
な
る
Q
始
め
決
め
六
時
の
海
王
星
の
二
十
尺
に
、

よ
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天文常数表

天
　
文
　
軍
　
位

章歳恒恒恒地堺月月太
　　　　　　球　の　　　　　球　　　　　　のの赤陽動差
恒恒’已還星 譜竢匤E・口

数i数日月日牽径量差差

ア
ベ
ラ
シ
オ
ン
恒
敷

重
力
慣
　
敷

地
球
の
公
輔
速
度

光
　
の
　
速
　
度

ド
プ
レ
ル
繍
外
位
（
水
素
｝
’
線
）

銀
河
の
北
極

星
流
の
集
中
黙

天太太光一一太難
球陽露塵パ陽陽

全　の級1岡
三恒 ﾎ・蓮隆
起数度力ク躍動鮎

比
例

　
一
四
九
、
四
〇
〇
、
○
0
0
キ
ロ

　
（
三
八
、
〇
五
〇
、
0
0
0
里
）

　
　
　
　
　
秒

　
　
　
八
。
八
○

　
一
二
四
二
二
●
山
ハ
一
二

　
八
一
・
五
三
分
の
一
（
地
球
の
）

　
山
ハ
一
二
七
輔
八
二
〇
〇
来
（
一
、
ム
ハ
ー
コ
ニ
二
一
）

　
ご
九
七
〇
〇
分
の
扁

　
　
ロ

ーニ

?O

ﾜ
〇
二
五
山
ハ
ご
一
七
（
雫
均
太
陽
日
）

　
二
七
〇
一
二
二
一
六
山
ハ

　
　
時
　
　
　
分
　
秒

　
二
三
、
五
六
、
四
●
〇
九
〇

　
　
秒

　
九
・
二
一

二
〇
●
四
七

〇
●
O
O
O
●
O
O
∩
）
・
0
⊥
ハ
⊥
ハ
山
ハ
（
C
G
S
叩
早
位
）

　
　
　
　
二
九
●
♪
μ
山
ハ
キ
ロ
（
秒
速
）

二
九
九
八
山
ハ
∩
●
キ
ロ

　
　
　
　
山
ハ
↓
ル
〇
一
キ
ロ
（
O
A
軍
位
に
つ
き
）

赤
経
　
＝
一
時
四
入
分
、
赤
緯
北
二
七
度
・

同
　
山
ハ
エ
ハ
同
北
ご
「

同
　
　
一
八
　
　
二
　
　
同
　
　
北
三
四

一
九
・
五
キ
ロ
（
一
秒
時
）

　
九
，
五
〇
〇
、
○
○
○
，
○
○
○
、
0
0
0
キ
ロ

三
〇
、
九
〇
〇
、
O
O
O
、
○
0
0
、
○
0
0
キ
境

遇
・
五
一
二
倍

召ハ

j
山
ハ
●
五
等

一
向
九
三
ニ
カ
ロ
リ
ー
（
晶
分
時
、
一
セ
ン
チ
米
軍
方
）

四
＝
一
五
三
李
方
度

ほ
こ
思
ひ
江
つ
表
大
壷
い
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、

同
じ
尺
度
で
水
星
の
軌
道
に
な
ろ
ピ
、
直
径
僅
か
二
寸
六
分
に

縮
ま
っ
て
し
ま
う
〇
一
方
に
二
十
尺
が
あ
っ
て
、
他
の
極
端
に

二
寸
山
ハ
分
が
あ
る
ε
い
ふ
こ
電
匡
圖
案
ε
し
て
け
羅
猷
リ
｝
面
白
い
、

も
の
で
無
い
の
は
明
か
で
あ
る
が
、
吾
々
が
無
理
を
通
し
て
も

是
非
此
の
模
型
な
徹
底
的
に
同
じ
尺
度
で
貫
か
う
定
t
索
目
的

陣
μ
、
竃
目
が
｛
干
宙
H
の
目
興
の
レ
ソ
山
シ
■
か
加
嵩
側
に
「
粘
い
も
の
一
で
￥
軋
の
一
み
か

を
傭
ら
す
に
表
に
し
六
い
定
起
つ
六
か
ら
で
あ
ろ
。

　
八
大
遊
星
が
全
部
揃
つ
六
瞳
こ
ろ
（
、
小
遊
星
の
軌
澄
た
若

干
入
れ
療
。
其
の
中
の
ま
つ
代
表
的
な
も
の
に
セ
レ
ス
星
ε
バ

ラ
ス
星
電
准
探
用
し
六
〇
此
の
セ
ン
ス
ピ
バ
ラ
ス
と
ば
数
多
い

小
遊
星
の
中
の
最
初
に
獲
見
さ
れ
六
一
封
で
、
星
の
大
き
さ
も

比
較
的
大
き
い
。
軌
遣
の
位
置
や
大
鋸
さ
も
，
先
づ
標
準
的
ミ

見
て
好
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
次
に
軌
道
の
大
き
さ
か
ら

見
て
、
大
き
の
定
小
さ
い
の
ヒ
の
雨
樋
端
た
取
つ
六
〇
こ
れ

に
ば
大
き
い
方
の
極
端
例
ε
し
て
、
ア
キ
レ
ス
星
私
選
び
、
小

さ
な
方
の
極
端
ε
し
て
、
エ
ロ
ス
星
准
選
ん
だ
。
ア
キ
レ
ス
は

第
五
百
八
十
八
番
の
小
遊
星
で
、
其
の
軌
道
ば
殆
ん
ご
全
く
木

星
の
そ
れ
に
等
し
い
、
週
期
約
十
二
年
で
，
常
に
木
星
よ
り
六

＋
度
だ
け
進
ん
だ
ε
こ
ろ
に
あ
る
。
所
謂
ト
ロ
イ
群
小
遊
星
の

代
表
者
で
あ
る
。
エ
ロ
ス
は
出
れ
に
引
き
か
へ
て
、
火
星
よ
り

も
小
さ
な
軌
恥
迫
を
右
冊
し
、
時
々
に
霊
ロ
．
が
地
球
へ
五
百
講
禺
里
以
内

に
』
迦
．
つ
い
て
來
ろ
こ
ε
。
か
ψ
の
る
O
此
の
エ
ロ
ス
ε
ア
キ
レ
ス
亡

秘
雨
極
端
と
し
て
、
其
の
間
に
い
ろ
ん
な
軌
道
の
持
圭
が
幾
百

電
な
く
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
習
々
ぱ
次
に
椿
…
圓
軌
…
道
の
形

か
ら
見
て
離
心
傘
の
最
も
大
き
い
ア
ル
ベ
ル
ト
星
為
選
ん
だ
。

此
の
ア
ル
ベ
ル
ト
ば
鮎
弟
七
一
九
μ
番
の
星
で
一
九
一
一
年
に
獲
見

さ
れ
れ
も
の
だ
が
、
饗
見
後
、
一
度
見
央
つ
れ
が
五
め
大
騒
ぎ

な
や
つ
れ
有
名
蹴
星
で
あ
ろ
。

　
此
の
外
、
彗
星
の
軌
道
た
二
つ
、
エ
ソ
ケ
彗
星
定
ハ
レ
ー
彗
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日
本
の
蛇
三
献
文
壼

東
京
天
文
蔓
位
置
東
京
亜
麻
布
津
飯
倉
町
三
丁
目

　
　
　
　
　
嗣
果
経
一
一
二
九
度
四
一
四
ム
刀
四
一
〇
〇
〇
秒
b
北
濫
緯
…
ご
血
出
反
ご
」
ム
ル
分
一
山
ハ
●
0
秒

　
　
　
　
天
文
細
長
　
　
理
學
博
士
　
亭
　
山
　
信
　
氏

　
　
　
　
圭
要
器
械
　
　
八
吋
子
午
環
　
（
佛
國
ゴ
ー
チ
エ
製
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
吋
害
毒
儀
（
英
國
ツ
・
ー
ト
y
・
シ
ム
ス
製
v

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
吋
屈
折
式
赤
道
儀
　
（
心
逸
メ
〃
ツ
製
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
吋
天
艦
爲
眞
機
　
（
来
圃
プ
レ
シ
ー
や
製
）

　
　
　
　
設
　
　
立
　
　
明
治
二
十
一
年

京
都
大
學
天
文
皇
　
位
置
京
都
市
吉
田
町

　
　
　
　
　
東
郷
二
一
二
五
度
四
山
ハ
八
四
四
〇
三
血
秒
亀
北
緯
三
五
度
一
八
刀
三
七
●
一
秒

　
　
　
　
天
丈
璽
圭
任
　
理
學
博
士
　
薪
城
頭
藏
烏

　
　
　
　
主
要
器
械
・
　
七
吋
屈
折
式
赤
道
儀
　
（
濁
逸
ザ
ル
ト
リ
ウ
ス
製
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
晒
町
反
削
別
武
赤
一
巡
儀
　
（
米
山
プ
レ
シ
覆
や
製
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
太
陽
寓
一
具
鳩
観
　
（
猫
一
遇
ス
タ
イ
ン
ハ
イ
膨
製
）

　
　
　
　
設
　
　
立
　
　
明
治
四
十
三
年

水
澤
緯
度
観
測
所
　
位
置
岩
手
縣
縢
澤
郡
水
澤
町

　
　
　
　
　
東
経
一
四
一
度
七
分
五
二
・
○
秒
．
北
緯
三
九
度
八
分
三
・
六
秒

　
　
　
　
所
　
　
長
　
　
再
調
博
士
　
木
　
村
　
榮
　
茂

　
　
　
　
圭
要
器
械
　
　
四
吋
天
頂
儀
（
猫
逸
プ
ン
シ
ヤ
フ
製
）

　
　
　
　
設
　
　
立
　
　
明
治
三
十
二
年
　
（
大
正
九
年
大
振
張
）

星
ピ
を
入
れ
れ
。
此
の
二
つ
に
決
し
て
彗
星
界
全
部
り
代
表
的

な
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
週
期
的
彗
星
の
中
で
一
1
、
出
現
回

数
が
何
れ
も
敷
十
回
に
及
び
、
歴
史
的
に
へ
す
い
ぶ
ん
有
名
な

星
で
あ
る
。

　
此
等
全
郡
の
遊
星
や
彗
星
の
軌
道
奄
針
金
細
工
で
作
り
、
立

野
模
型
ミ
し
て
衷
ば
ず
れ
め
、
繍
て
な
天
芳
か
ら
吊
る
し
r
の

で
あ
る
。
此
の
吊
り
上
げ
の
豫
備
行
爲
と
し
て
、
や
ば
り
同
じ

寸
法
に
直
裡
二
十
尺
の
太
陽
系
圖
加
諾
い
て
、
之
れ
な
天
井
に

張
り
つ
け
亀
之
れ
た
頼
り
ミ
し
て
、
澤
山
の
白
糸
を
垂
ら
し
、

此
れ
に
遊
星
や
彗
星
の
軌
道
な
結
ん
だ
の
で
あ
る
o
i
始
め

の
心
積
り
で
は
、
此
の
太
陽
系
統
総
模
型
は
、
前
の
天
球
大
模

型
に
比
べ
ろ
ピ
、
頗
る
簡
盟
・
に
、
短
時
日
に
出
來
上
る
計
書
で

あ
っ
蛮
Q
何
し
ろ
軌
道
の
針
金
奄
作
っ
て
、
之
れ
な
上
か
ら
吊

る
ぜ
ば
好
い
の
で
あ
る
か
ら
。
そ
れ
で
心
配
に
む
し
ろ
他
に
あ

っ
れ
O
部
ち
此
れ
ば
作
る
の
が
容
易
で
あ
っ
六
だ
け
、
そ
れ
だ

け
無
味
箪
調
な
も
の
に
な
」
ば
し
な
い
か
。
疎
に
大
小
の
軌
道

の
差
が
圖
案
的
意
匠
を
超
越
し
て
み
る
六
め
、
極
め
．
非
美
術

的
な
．
殺
風
景
な
も
の
に
な
っ
て
、
折
角
旧
い
膓
所
を
用
ゐ
六

割
合
に
、
が
ら
ん
ざ
し
お
淋
し
い
も
の
で
ば
塞
が
ら
う
か
ε
い

ふ
心
配
で
あ
っ
六
〇

　
ご
こ
ろ
が
、
い
よ
く
作
っ
て
見
“
ぼ
、
中
々
豫
想
外
の
こ

定
が
多
か
っ
六
〇
先
づ
第
一
着
手
ミ
し
て
需
い
六
大
準
面
圖
な

天
井
に
上
げ
ハ
こ
ε
に
於
い
て
．
最
初
の
困
難
に
彷
着
し
六
〇

そ
れ
か
ら
次
に
、
軌
遣
の
材
料
湿
す
べ
き
物
に
つ
い
て
、
内
部

は
針
金
で
乳
好
い
が
、
外
方
の
天
王
星
や
海
王
星
の
軌
道
は
針

A皿

ﾅ
β
μ
細
渦
ぎ
る
ε
感
じ
、
い
ワ
0
ノ
＼
一
考
へ
躯
卜
末
、
瓜
逐
に
r
D
貯
竹

な
用
ふ
る
こ
ε
に
－
郭
。
そ
れ
か
ら
、
い
よ
く
此
等
奄
吊
る

す
方
法
に
も
、
新
し
い
心
配
が
出
來
、
殊
に
軌
道
面
に
そ
れ
ぞ

れ
傾
斜
奄
興
ρ
へ
る
や
う
に
■
な
っ
て
、
い
ろ
く
の
思
ひ
凱
遅
ひ
や

ら
、
早
合
鮎
や
ら
奄
や
つ
た
た
め
、
折
角
出
來
て
し
ま
つ
敦
軌
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天
文
展
覧
會
を
見
て

大
　
　
阪

前
田
徳
次
郎

　
名
鑑
展
覧
會
こ
い
へ
ば
何
だ
か
大
阪
向
き
で
無
い
よ
う
な
氣
が
す
る
が

今
や
機
蓮
が
…
愛
っ
て
來
・
だ
。
學
塗
上
か
ら
も
趣
味
上
か
ら
も
斯
う
い
ふ
催

し
を
漱
迎
す
る
者
が
殖
ね
て
來
た
の
は
洵
に
喜
ば
し
い
。
天
界
の
こ
ご
は

已
ん
で
も
驚
異
の
念
を
以
て
迎
へ
る
も
の
で
あ
る
が
、
天
文
的
迷
信
に
囚

は
れ
て
る
る
多
歎
の
大
阪
入
に
此
の
展
覧
會
が
如
何
様
に
見
ら
れ
て
る
る

で
あ
ら
う
か
。

　
私
も
大
阪
人
で
星
好
き
の
｝
人
で
す
。
毎
夜
天
を
仰
い
で
星
座
の
位
置

の
攣
っ
て
行
く
こ
ご
や
遊
星
運
行
の
朕
を
槻
る
毎
に
言
ひ
知
れ
の
興
味
を

戚
じ
て
る
る
。
若
女
ま
で
が
ス
ッ
カ
ウ
私
に
か
ぶ
れ
て
金
星
や
オ
リ
オ
ン

な
ご
の
名
を
畳
わ
る
よ
う
に
な
り
時
々
隣
人
を
驚
か
し
て
み
る
。
さ
て
展

覧
會
の
出
品
中
衆
目
を
惹
い
た
の
は
天
球
大
模
型
ご
太
陽
系
統
総
模
型
ご

で
あ
ら
う
。
天
球
大
模
型
で
は
黒
海
な
観
覧
者
が
説
明
書
き
こ
封
照
し
て

星
座
を
指
呼
し
つ
、
研
究
し
て
み
る
の
を
見
π
。
土
星
が
天
頂
に
輪
を
附

け
て
現
は
れ
て
る
る
の
も
面
自
い
。
此
の
模
型
は
星
圖
だ
け
で
は
會
得
し

得
億
こ
こ
ろ
を
よ
く
諒
解
せ
し
め
π
の
は
事
實
で
あ
る
。
太
陽
系
統
模
型

に
よ
り
て
主
要
な
る
遊
星
が
同
じ
李
面
内
に
あ
る
こ
ご
小
遊
星
の
中
に
右

下
ざ
角
度
を
作
っ
て
み
る
も
の
あ
る
こ
ご
な
ご
が
よ
く
解
る
。
之
れ
も
亦

遣
な
あ
巴
か
ら
切
つ
れ
リ
外
し
六
リ
、
取
り
か
へ
れ
り
し
れ
σ

i
そ
れ
に
も
か
、
は
ら
す
、
兎
に
角
最
後
ま
で
漕
ぎ
つ
け
て

大
艦
の
見
當
が
つ
い
て
見
る
ピ
、
や
つ
ば
り
ま
ん
ざ
ら
で
も
無

い
ε
い
ふ
事
が
見
え
出
し
て
來
て
、
ホ
ソ
ミ
一
息
な
つ
い
た
。

さ
て
、
い
．
よ
く
全
部
の
軌
道
が
吊
さ
れ
、
軌
道
に
ば
各
々
現

在
の
位
置
に
星
が
据
え
ら
れ
、
其
の
星
も
軌
道
も
、
一
様
に
象

徴
的
な
色
彩
を
施
さ
る
、
に
至
っ
て
、
面
目
ば
全
く
一
新
し
れ

感
が
あ
る
。
殊
に
中
央
の
雷
燈
が
パ
ツ
ざ
鮎
火
ぜ
ら
れ
た
畦
ば

全
く
講
龍
宮
ハ
晴
の
趣
吾
・
で
、
措
斌
型
本
缶
賂
脚
に
．
一
種
の
山
出
瓜
叩
が
艶
ハ
へ

ら
れ
れ
や
う
に
感
じ
れ
。

　
凡
そ
、
太
陽
系
統
の
弓
形
だ
ぜ
回
し
て
種
々
の
書
物
な
ご
に

載
ぜ
て
あ
る
も
の
ば
世
に
多
い
。
し
か
し
そ
れ
等
ば
皆
、
圖
で

あ
る
關
係
上
、
総
て
の
も
の
な
卒
面
に
描
出
し
て
み
る
の
で
、

實
鯨
の
天
髄
軌
濫
配
置
が
立
艘
的
で
あ
る
の
を
、
充
分
に
表
現

す
る
ご
ε
が
出
來
な
い
ρ
殊
に
彗
星
や
小
遊
星
の
軌
道
が
薩
だ

し
く
傾
斜
し
て
み
る
が
六
め
に
、
そ
れ
等
の
位
置
な
卒
颪
圖
か

ら
想
像
す
る
の
に
、
全
く
不
可
能
ぜ
」
言
っ
て
好
い
。
や
や
も
す

れ
ば
彗
星
ぜ
地
球
定
が
衝
突
し
切
り
。
遊
星
ミ
遊
星
ぜ
が
衝
突

す
る
か
の
や
う
な
印
象
を
興
へ
ら
れ
る
こ
ピ
が
あ
る
。
吾
々
の

総
模
型
は
．
形
が
立
騰
的
で
あ
乃
が
故
に
、
此
等
の
欠
鮎
撫
毫

も
含
む
、
3
」
が
な
い
。
寧
日
の
模
型
ε
眞
の
太
陽
系
統
定
比
較

し
て
強
い
て
相
違
し
て
み
る
柱
こ
ろ
な
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ

ば
全
艦
芝
し
て
の
寸
法
が
小
さ
い
こ
ざ
定
、
各
個
の
天
鷺
が
自

ら
運
行
し
な
い
こ
ご
の
み
で
あ
る
。
太
陽
系
の
眞
相
な
知
り
た

い
人
に
必
ず
一
度
は
此
の
生
き
和
模
型
の
前
に
立
っ
て
、
深
く

造
物
圭
の
手
腕
な
思
ふ
べ
き
で
あ
る
。

太
陽
系
統
の
全
燈
秘
考
察
す
る
に
常
リ
、
是
所
に
忘
れ
ら
れ

な
い
こ
ミ
に
太
陽
系
全
燈
の
固
有
運
動
で
あ
る
。
之
れ
ば
今
よ

り
写
絵
年
前
，
英
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
●
ハ
ー
ン
ニ
〃
が
獲
見
し
れ

ε
こ
ろ
で
、
其
の
後
の
墨
者
が
皆
此
の
云
々
支
持
し
て
み
る
o
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圖
だ
け
で
は
初
誉
者
に
諒
解
の
出
豪
難
い
の
を
一
目
瞭
然
に
ら
し
め
だ
の

は
嬉
し
い
。
慾
を
言
は
や
太
陽
系
統
の
成
因
に
期
す
る
説
明
的
模
型
か
活

動
爲
眞
か
が
あ
っ
た
ら
ば
｝
層
よ
く
諒
解
せ
し
め
だ
こ
ε
で
あ
ら
う
ご
思

ふ
。
．
以
上
の
外
天
文
研
．
究
者
に
取
っ
て
山
面
に
な
つ
π
の
は
各
種
の
爲

翼
、
圖
表
、
機
械
、
模
型
で
あ
る
。
私
は
市
民
博
物
館
長
並
に
山
本
煙
害

士
が
御
頭
力
に
白
し
深
く
戚
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
山
　
　
水
　
野
　
千
　
里

　
天
文
展
覧
會
開
催
の
肚
界
的
レ
コ
ー
ド
は
｝
、
二
あ
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
度
大
阪
で
開
智
さ
れ
π
の
は
本
邦
に
於
け
る
最
初
の
試
み
π
る
は
い

ふ
迄
も
な
い
が
、
こ
れ
を
観
て
如
何
に
も
獲
念
に
戚
じ
た
の
は
東
洋
方
面

に
於
け
る
天
文
憂
の
貧
弱
な
る
こ
ご
で
あ
る
。
殊
に
東
洋
に
覇
を
帯
す
る

世
界
強
國
の
｝
た
る
我
が
國
の
天
文
皇
は
實
に
算
す
ぼ
ら
し
い
で
は
な
い

か
。
出
品
さ
れ
た
る
世
界
に
於
け
る
天
文
憂
の
頒
布
を
見
る
に
欧
米
に
集

中
し
、
そ
の
他
に
は
黙
々
π
る
の
み
實
に
東
洋
方
面
に
乏
し
い
事
は
遺
憾

二
黒
で
あ
る
。
新
設
す
べ
き
天
文
蔓
の
位
置
ε
し
て
は
晴
天
多
き
満
鮮
地

方
可
な
り
、
故
一
戸
博
士
の
高
唱
さ
れ
し
新
高
山
上
可
な
り
、
新
占
領
地

南
洋
方
面
も
亦
大
に
可
な
り
。
さ
れ
ざ
も
内
地
に
今
一
つ
ぼ
是
非
設
置
，
さ

れ
度
い
の
で
あ
る
。
東
京
、
京
都
、
水
澤
等
に
小
規
模
の
も
の
な
が
ら
あ

る
の
だ
か
ら
中
國
、
四
國
、
九
州
地
方
に
ム
ユ
ケ
所
設
け
度
い
こ
ご
を
切

に
戚
じ
π
の
で
あ
る
。
天
交
直
好
會
本
部
の
モ
ッ
ト
ー
た
る
「
岡
山
天
文

己
れ
に
よ
れ
ば
我
が
太
陽
系
は
毎
秒
時
五
里
の
大
速
力
奄
以
っ

て
、
天
の
一
方
に
飛
ん
で
み
る
の
で
あ
る
。
其
の
方
角
ば
即
ち

天
球
上
の
へ
〃
グ
レ
ス
星
座
の
方
角
で
あ
る
、
趨
れ
に
吾
が
総

模
型
で
ば
上
方
に
向
つ
六
圃
つ
の
矢
な
置
い
て
其
の
方
向
な
示

し
て
あ
る
。

　
太
陽
系
の
模
型
の
前
に
立
っ
て
、
更
に
今
一
つ
考
へ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
ぜ
」
は
、
此
の
太
陽
系
の
大
き
さ
ピ
全
字
宙
の
掻

が
り
の
關
係
で
あ
る
。
全
芋
宙
の
こ
ミ
な
一
足
飛
び
に
考
へ
る

の
ば
、
鹸
り
離
れ
過
ぎ
る
か
ら
，
先
づ
近
い
ミ
こ
る
か
ら
行
く

芝
し
て
，
今
こ
、
に
吾
々
が
作
つ
六
太
陽
系
ば
海
王
星
軌
道
が

直
径
ご
十
尺
で
あ
ろ
が
．
三
際
の
太
陽
系
で
ば
、
此
の
海
王
星

軌
道
の
直
縄
な
光
線
が
走
る
の
に
八
時
間
か
隠
る
。
し
か
る
に

此
の
同
じ
光
線
が
太
陽
が
ら
最
近
の
恒
星
ア
レ
フ
ア
●
セ
ン
タ

グ
リ
の
星
ま
で
に
四
年
牛
ん
．
費
す
の
で
あ
る
が
、
四
年
牛
に
時

間
に
換
算
す
る
と
大
略
八
時
間
の
五
千
倍
定
な
っ
て
來
る
か
ら

此
の
総
模
型
ε
同
じ
比
例
で
ア
〃
フ
ア
●
セ
ン
タ
ゥ
リ
存
置
か

う
ピ
す
れ
ば
、
そ
れ
ば
奈
艮
か
紳
戸
の
距
離
に
置
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
。
叉
、
シ
リ
ウ
ス
星
に
そ
れ
の
約
二
倍
で
、
和

歌
山
市
の
距
離
に
相
面
す
ろ
○
こ
れ
よ
り
蓮
ガ
の
恒
星
は
数
限

り
も
な
い
。
途
に
天
の
河
中
に
散
在
し
て
み
る
徴
星
に
な
る
ピ

帳
壁
が
幾
千
光
年
ざ
い
ふ
の
だ
か
ら
　
我
が
模
型
も
其
の
瘍
合

に
1
1
延
び
て
く
、
地
球
上
で
匿
足
り
な
く
な
り
。
月
め
ぬ
り

ま
で
達
す
う
に
至
る
の
で
あ
ろ
。

　
最
後
に
、
太
陽
系
に
驕
す
る
諸
種
の
天
艦
の
大
き
さ
を
言
ば

う
。
最
も
大
き
い
の
は
言
ふ
裳
で
も
な
く
篭
太
陽
で
あ
る
が
、

此
の
太
陽
の
直
裡
が
、
太
陽
ビ
窺
球
書
の
距
離
の
百
分
の
一
あ

ろ
。
だ
か
ら
、
吾
か
総
模
型
の
比
例
に
直
す
電
．
太
陽
に
直
径

六
厘
六
朝
の
球
ピ
な
る
。
男
星
の
中
で
ば
最
大
な
も
の
ば
米
星

で
、
回
れ
が
略
セ
太
陽
の
十
分
の
【
、
以
下
皆
之
れ
の
更
に
何

分
の
一
道
い
ふ
小
さ
電
も
の
で
あ
る
。
以
つ
イ
天
盤
の
大
き
さ
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壷
の
計
書
」
如
何
に
も
現
世
に
相
慮
ぜ
る
企
圖
で
あ
る
。
岡
山
の
氣
象
上

研
．
究
上
に
有
利
な
る
は
最
早
喋
々
す
る
に
及
ば
す
、
既
に
設
け
ら
．
れ
だ
る

天
文
毫
ご
位
置
の
關
係
に
於
て
も
有
利
の
地
位
に
あ
る
か
ら
、
太
陽
熱
研
r

究
を
以
て
特
色
ε
せ
る
最
新
式
天
文
毫
の
設
揖
せ
ら
れ
ん
こ
ご
を
絶
叫
し

て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
が
、
政
府
に
一
任
し
て
置
い
て
は
何
時
實
現
さ
る

・
や
も
計
り
難
く
、
さ
り
ご
．
て
．
岡
山
方
面
に
は
大
富
再
三
ん
こ
な
く
、
本

邦
中
貴
紳
豪
商
の
集
中
せ
る
京
阪
神
に
百
萬
圓
を
喜
捨
さ
る
、
義
挾
の
人

は
な
き
か
、
世
界
文
化
運
動
の
黒
め
な
れ
ば
何
卒
そ
の
人
あ
っ
て
】
日
も

早
く
實
現
さ
れ
ん
様
希
望
し
て
止
ま
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
．
天
文
展
覧
會
開

催
に
黙
り
所
戚
の
一
端
を
述
べ
天
文
學
の
普
及
を
熟
騙
し
、
將
來
斯
道
研

究
者
の
績
出
せ
ん
こ
ご
を
馨
る
の
で
あ
る
。
（
一
九
二
｝
、
四
、
二
五
）

　
　
　
　
本
邦
天
文
名
所

耐
戸
諏
訪
山
「
金
星
蔓
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
入
七
四
年
（
期
治
七
年
）
十
二
月
九
日
、
遠
寄

　
観
測
脂
溶
り
て
、
金
星
纒
過
を
槻
測
す

長
崎
辮
天
山
「
金
星
憂
」
　
「
入
七
四
年
（
朋
治
七
年
）
十
二
月
九
日
、
佛
國

　
よ
リ
ジ
ヤ
ン
セ
ン
博
士
影
戯
り
て
、
金
星
経
過
を
観
測
す

北
海
道
北
見
枝
幸
　
　
一
八
入
七
年
（
明
治
二
十
年
）
八
月
十
九
日
、
米
國
よ

　
り
ト
ド
博
士
等
罵
り
て
日
食
皆
既
を
観
測
す

明
石
中
央
標
準
時
標
　
グ
リ
ン
ヰ
チ
東
経
百
三
十
五
度
の
通
過
す
る
所
、

　
本
邦
の
中
央
標
準
子
午
線
ご
す
（
グ
リ
ン
ヰ
チ
時
よ
り
九
時
間
早
し
）

蔓
灘
回
蹄
線
標
　
北
緯
二
十
三
度
二
十
七
分
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
回
転
線
の
通
過
す
る
所

　
地
球
上
に
て
熱
…
帯
ご
温
度
の
分
る
、
所
ど
す

糠
太
日
露
國
境
　
ポ
ー
ッ
マ
ウ
ス
條
約
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
る
國
境
、
北

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
、
日
露
爾
國
の
観
測
隊
之
れ
を
観
測
す

　
緯
五
十
度
、

鳥
島
日
食
紀
念
標
　
大
正
七
年
⊥
ハ
三
九
日
、
京
都
東
京
雨
天
文
書
よ
り
來

．
れ
る
観
測
隊
、
日
食
皆
既
を
観
測
す

が
宇
宙
の
振
が
り
に
曝
し
て
如
何
に
小
さ
い
も
の
で
あ
る
か
が

わ
か
る
。

　
會
膓
の
西
南
、
太
陽
ビ
地
球
こ
の
間
に
、
鳥
島
H
蝕
の
圖
表

を
数
福
相
胸
げ
ワ
れ
O
時
P
μ
大
｝
止
七
年
山
窟
日
月
九
日
、
南
…
⊥
力
海
上
の
一

孤
島
六
る
鳥
島
に
皆
既
日
食
が
あ
っ
れ
。
近
來
悪
心
の
領
土
内

で
．
見
え
る
皆
臨
蝕
ピ
し
て
ば
珍
ら
し
い
こ
ε
な
の
で
、
京
都
大

學
で
も
東
京
大
學
で
も
以
前
か
ら
遽
征
の
準
備
劃
し
、
大
小
幾

多
の
爲
貫
装
置
な
荷
箱
に
つ
め
て
、
横
濱
港
な
出
帆
し
れ
の
に

其
の
年
の
六
月
五
日
で
あ
っ
れ
。
島
に
着
覧
た
の
1
1
七
日
早
朝

早
遽
上
陸
し
て
、
同
門
兵
庫
轡
の
西
邊
に
観
測
地
な
撰
定
し
、

野
鼠
兼
行
の
大
多
忙
で
準
備
襯
測
な
し
れ
。
ま
こ
ぜ
に
絶
海
の

弧
島
、
束
西
南
北
何
れ
を
見
て
も
㌻
水
の
外
、
何
も
見
え
な
い

大
洋
の
眞
只
中
の
浮
ぶ
が
如
き
此
の
小
島
に
、
皆
既
日
食
來
ろ

ピ
い
ふ
一
事
件
の
穴
め
に
、
突
然
の
近
代
圃
場
的
漉
入
者
に
驚

か
さ
れ
て
、
島
全
髄
ば
、
に
は
か
に
御
祭
リ
騒
ぎ
で
あ
っ
れ
。

島
の
人
蓮
は
、
吾
々
が
到
着
し
て
始
め
て
、
H
食
の
訪
れ
る
こ

電
を
知
つ
れ
ピ
い
ふ
仕
丁
，
善
蓮
の
立
合
な
ら
ば
、
一
定
地
に

三
百
年
待
っ
て
も
五
百
年
待
っ
て
も
．
出
會
ひ
そ
う
に
無
い
此

の
珍
現
象
に
、
彼
等
ば
思
ひ
が
け
無
い
此
の
島
の
生
活
中
に
訪

問
彪
受
け
お
の
で
あ
る
○

　
い
よ
一
＼
九
日
の
其
の
日
は
、
前
夜
か
ら
徹
夜
で
，
吾
々
は

観
測
な
し
績
け
六
、
さ
て
今
や
日
出
、
其
の
篠
間
も
な
く
蝕
が

始
ま
ろ
ε
い
ふ
段
取
リ
に
な
っ
て
、
隊
員
一
同
は
言
ひ
合
し
れ

や
う
に
緊
張
し
て
、
器
械
の
側
に
立
つ
索
ま
し
、
東
の
空
を
仰

い
だ
の
で
あ
る
が
、
淺
念
に
も
太
陽
面
は
始
終
薄
雲
に
掩
は
れ

勝
ち
で
、
再
々
秘
じ
れ
さ
ぜ
れ
。
そ
れ
で
も
部
分
蝕
の
窺
眞
に

数
十
赦
撮
ろ
こ
ぜ
が
出
島
れ
け
れ
ご
、
途
に
皆
餅
の
中
心
相
に

撮
影
が
不
可
龍
で
あ
っ
六
〇
i
此
の
時
の
寓
眞
1
1
癬
赦
も
、

展
覧
會
読
了
に
陳
列
し
て
あ
る
◎

　
現
代
の
天
丈
學
が
．
其
の
緻
密
精
細
な
る
事
實
な
何
に
よ
っ

て
得
れ
か
。
此
の
方
油
を
必
ず
れ
め
に
、
展
萱
會
膓
の
北
側
陳

列
肋
相
中
に
牌
μ
、
望
遽
櫨
凱
の
脚
買
物
開
や
標
本
模
型
秘
列
べ
穴
。
特
に

中
央
に
あ
る
四
国
の
赤
道
儀
ば
京
都
大
輔
の
出
品
で
あ
っ
て
、

乙
か
も
此
の
器
械
1
1
中
々
由
來
つ
奇
の
も
の
で
る
。
此
の
四
吋
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同
　
好
　
會
　
報

　
天
王
寺
博
物
窟
の
二
丈
展
覧
會
が
目
的
ぜ

し
ぬ
學
術
の
普
及
ε
い
ふ
問
題
に
、
我
が
同

好
曾
も
．
黙
黙
の
設
立
當
初
か
ら
目
的
ぜ
し
て

ゐ
六
の
で
、
此
の
機
會
に
會
の
活
動
が
特
に

盛
ん
で
あ
っ
六
こ
ぜ
ば
勿
論
で
あ
る
。
殊
に

山
本
助
敏
授
　
に
三
月
十
九
日
よ
り
三
日
聞

　
大
阪
支
部
な
援
助
し
て
講
習
會
に
『
新
時

　
代
の
天
丈
學
」
を
講
ぜ
ら
れ
、
展
覧
備
な

　
観
覧
す
る
人
々
の
醒
め
の
準
備
教
育
を
ぜ

　
ら
れ
れ
。
そ
れ
恥
ら
展
覧
會
の
開
期
中
の

　
毎
H
曜
定
期
講
演
ば
必
ず
し
も
同
好
會
の

　
事
業
で
な
い
ご
し
て
も
、
射
れ
が
會
の
宣

　
傳
に
役
立
つ
れ
目
こ
ミ
に
言
ふ
ま
で
も
な

　
い
。
叉

古
賀
和
吉
氏
（
大
阪
支
部
幹
事
）
　
が
展
覧
會

　
開
期
中
、
　
一
般
槻
覧
者
の
六
め
に
通
俗
講

　
演
奄
ゼ
ら
れ
た
こ
ピ
、

宮
森
作
造
氏
（
大
阪
支
部
幹
事
）
　
が
陳
列
上

　
の
種
々
．
援
助
奄
ぜ
ら
れ
乗
勢
．

水
野
千
里
氏
（
岡
山
支
部
幹
事
）
が
は
る
ぐ

　
諸
種
の
陳
列
品
、
蘇
に
岡
山
天
文
肇
の
計

　
四
三
係
圖
類
な
邊
ら
れ
六
こ
ご
、
野

壷
濟
理
學
士
　
が
東
京
に
み
て
、
い
ろ
く

　
好
い
材
料
な
提
供
ぜ
ら
れ
穴
こ
ε

等
に
特
筆
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。

　
會
ば
豫
告
の
如
く
、
四
月
二
十
四
日
午
後

二
時
、
博
物
舘
階
上
に
於
い
て

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

　
記
念
臨
時
総
會
旭
結
い
六
〇
其
の
順
序
ば

先
づ
山
本
助
教
授
の
講
演
「
太
陽
系
の
現
勢
．
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

（
別
頁
所
載
）
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
別
室
で
茶

も
　
も
　
セ

話
會
に
移
つ
ぬ
G
此
の
席
に
出
六
の
ば
大
阪

の
會
員
が
大
部
分
で
あ
っ
れ
が
、
倫
其
他
に

も
紳
戸
、
明
石
岡
山
方
面
か
ら
も
熱
心
な
人

々
が
來
會
ぜ
ら
れ
、
京
都
か
ら
も
大
勢
が
峯

喧
し
れ
か
ら
．
総
計
五
＋
名
に
早
し
六
、
席

上
、
先
づ
古
賀
幹
事
の
挨
拶
古
川
幹
事
の
報

告
、
山
本
幹
事
の
演
説
あ
り
、
特
に
山
本
氏

1
1
日
本
現
今
の
天
文
學
界
た
論
じ
て
、
將
來

大
に
饗
達
す
べ
き
使
命
か
論
説
し
．
若
雪
熱

心
家
の
附
記
」
ぜ
ん
こ
ピ
な
訴
へ
六
〇
そ
れ
か

ら
、
質
問
あ
り
、
雲
叢
あ
り
、
盈
虚
あ
り
，

・
近
來
最
も
愉
快
な
る
混
合
で
あ
っ
六
。

　
會
ば
今
や
入
箇
の
支
部
潜
有
し
，
會
員
は

全
國
に
わ
れ
つ
て
、
総
計
べ
百
を
越
え
六
〇

近
く
一
千
名
の
關
な
越
え
ろ
だ
ろ
う
書
期
待

さ
れ
て
る
る
。

に
今
よ
リ
＋
数
年
前
。
ド
イ
ツ
國
ド
レ
ス
デ
ン
市
の
ハ
イ
デ
會

肚
か
ら
買
つ
六
も
の
で
、
焦
鮎
距
難
は
一
メ
ー
ト
ル
七
、
据
付
巨

フ
ラ
ゥ
ン
ボ
．
ー
フ
エ
：
ル
型
の
所
謂
蜀
旧
式
で
あ
る
・
之
れ
に
赤

経
赤
緯
の
二
軸
に
沿
ふ
て
細
か
い
度
盛
環
が
あ
り
、
〆
金
ざ
微

動
装
置
ミ
が
備
ば
っ
て
居
る
。
倍
寧
は
接
眼
鏡
の
入
れ
代
へ
に

よ
つ
て
、
五
十
倍
か
ら
二
百
五
十
倍
ま
で
攣
へ
ら
れ
乃
。
！

鳥
島
へ
戸
π
っ
て
、
上
M
四
理
一
二
一
士
が
ロ
臼
合
一
を
遡
馴
測
し
れ
の
が
出
の

器
械
で
あ
り
込
叉
故
佐
々
木
氏
が
日
本
最
初
の
彗
星
獲
見
な
し

ぬ
の
も
亦
－
實
に
此
の
器
械
で
あ
る
。

　
自
分
に
日
頃
、
學
生
教
授
用
の
た
め
大
小
の
望
蓮
鏡
の
太
製

模
型
秘
作
つ
れ
¢
之
れ
も
亦
数
個
陳
列
し
て
あ
る
。
先
づ
世
界

的
大
望
遠
鋭
ご
し
て
は
、
書
味
エ
ル
ケ
ス
理
念
毫
の
大
．
四
十
吋

そ
れ
か
ら
同
輩
ウ
イ
ゥ
ソ
ン
山
の
六
十
吋
ε
百
吋
の
雨
反
射
望

蓮
鏡
、
及
び
カ
・
ノ
ダ
の
グ
イ
ク
ト
リ
ア
に
新
し
く
建
設
さ
れ
れ

七
十
二
吋
の
罵
眞
鏡
な
ご
に
、
構
造
ば
木
製
で
あ
る
け
れ
．
ε
、

圭
要
部
は
皆
漏
ら
さ
す
に
模
し
て
あ
り
、
叉
、
實
際
の
器
械
ε

同
じ
や
う
に
靴
穿
す
る
こ
ご
も
出
番
る
の
で
、
教
育
用
に
に
充

分
役
に
立
つ
。
爾
其
の
外
に
、
標
準
的
天
文
器
械
ミ
し
て
、
子

午
環
や
子
子
儀
や
天
頂
儀
も
毘
品
し
れ
。
司
れ
等
も
皆
、
圖
で

其
の
形
姫
知
る
よ
り
も
、
模
型
の
方
が
遙
か
に
好
い
と
信
じ
又

み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
へ

　
瘍
の
北
隣
に
あ
る
廊
下
仁
澹
ふ
れ
の
ぞ
雪
眼
野
中
に
に
、
世

界
的
大
二
丈
．
一
十
数
ケ
所
の
窺
総
々
見
ぜ
、
同
時
に
我
が
日
本

に
あ
る
ロ
バ
三
ケ
所
の
二
丈
皇
の
鐵
岬
眞
祉
も
列
べ
て
、
潮
齢
覧
者
の

塗
考
に
供
し
れ
。
米
國
の
エ
ル
ケ
ス
や
ウ
イ
〃
ゾ
ソ
山
あ
，
六
り

の
壮
大
な
設
備
ご
、
そ
れ
等
の
十
分
の
一
に
足
り
な
い
貧
弱
な

我
が
國
の
天
丈
塁
ご
々
比
較
し
て
見
る
ピ
、
い
か
に
も
我
が
國

の
學
術
が
振
ば
な
い
有
配
が
明
瞭
で
あ
る
〇
四
吋
赤
道
儀
の
向

ひ
に
も
、
世
界
的
大
望
一
肩
の
大
き
さ
“
」
、
其
の
分
布
ε
な
圖

ぜ
表
♂
に
し
て
表
ば
し
て
見
れ
。
こ
乱
に
も
亦
我
が
國
の
器
械

力
の
あ
拭
れ
さ
が
見
え
て
居
る
。
（
終
）


